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適応性

対象（環境や利用者）の変化に対応

すること

開放性

特定の技術によらず,利用できること
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Linux Win Mac Web

Linux Win Mac

XML

Javaのクラス
ファイル

e.g. Java e.g. Web API

適応性と開放性
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動的要求仕様書のメリット
要求仕様書
システムの複雑さとシステムの変化によって,完全性を保証することが
難しくなる.

理想とする要求仕様書
システムの動作環境の性質に関連性のある記述

代替系システムに関する記述

環境問題に関する記述

上記の記述を含む要求仕様書

動的であるメリット
システムを実行しながら, 仕様書を変更できる点

4

仕様書を書きなおす手間を省くことができる！
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AOSSとは

Adaptable and Open Service-oriented Systems の省略形

品質基準に従い,共有するサービスを動的に選択し,サービス供給

を連携するシステム
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旅行計画システム

座席予約
サービス

食事予約
サービス

宿泊予約
サービスB

宿泊予約
サービスA

メンテナンス中
稼働中

AOSSのイメージ

AOSS
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AOSSの要求定義活動のための３つの要求技術
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AOSS

Service RE Coordination RE Client RE

従来の要求技術 従来の要求技術

従来の要求技術

DRAM

用いる要求技術

KAOS,  i*, 

NFRフレームワーク etc.
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Service REとは
個々のサービス,もしくは強く関連した一連のサービス

に対する要求定義活動
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旅行計画
サービス

座席予約
サービス

宿泊予約
サービス

食事予約
サービス

一連のサービス



Group I 6

Coordination REとは

サービスの可用性次第でサービス合成を変化させる要求定義活動

8

旅行計画
システム サービスAが利用出来なくなっても

似たようなサービスBを合成

利用したいときに利用できる性質

宿泊予約
サービスA

宿泊予約
サービスB
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Client REとは
パラメータが連携メカニズムを実行時に操作するための

要求定義活動
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Client REの目指すところ
サービス要求を記述すること

サービス要求を保つためと品質の程度を
保つためのメカニズムの定義

座席予約
サービスA

座席予約
サービスB

パラメータ１ パラメータ２

パラメータ

連携メカニズムを操作

従来の要求技術で対処可能

DRAMを利用
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サービス要求とは

サービスを受け取るまでの間に,どのような扱いを受け,

どのように対応されたかというサービスのプロセスに関わるもの
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e.g. 自動車の購入プロセス

試運転可能！

購入に関する契約

購入完了！
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要求仕様書
B

DRAMとは

Dynamic Requirements Adaptation Methodの省略形

既存の要求工学方法論 と サービス要求を定義する要素を用いて,

生産された要求仕様書の間の対応付けを記述するための

要求工学方法論
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DRAM

要求仕様書
A

＋

従来の要求技術

サービス要求を
定義する要素

＋

従来の要求技術

サービス要求を
定義する要素

動的要求仕様書
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まとめ

問題に対し,複数の視点で考え,対処することが大切である.

今回は３つの視点(Service RE, Coordination RE, Client RE)を用いた.

Client REはAOSSの動的な部分に着目している.

サービス要求の記述には既存の要求工学方法論を用いる.

サービス要求記述の更新メカニズムを定義するため,DRAMを定義した.

DRAMで動的に仕様書を変更することができる可能性がある.

仕様書の更新ルールの定義がされていない.

仕様書を更新する自動化の手段が欠如している.
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今後の課題について

DRAMについての理解を深める.

他の文献を調査する.

次回の発表に活かす.

自分たちの知識を深め, 研究課題の発見に活かす.
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